
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 
令和４年第１回日野市議会定例会が３月9日から３月３１日まで開催さ

れ、市長より提出された議案、補正予算及び令和４年度一般会計ならび

に特別会計予算などの審議、新型コロナウイルス感染症対策に関する対

応など、活発な議論が交わされました。一般質問は２３名の議員が行って

おります。審議された議案については賛成多数で可決されております。 

本定例会で審議された内容や、一般質問で島谷ひろのりが議題とした

内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させていただきます。 

Ⅱ．令 和 ４年 度 ⽇ 野 市 ⼀ 般 会 計 予 算 及 び特 別 会 計 別 予 算 について 
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■令和４年第１回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1019320.html ⽇野市HP ページID 1019320 

Ⅰ．⽇ 野 市 議 会 議 員 選 挙 及 び会 派 ・委 員 会 の報 告  

令和４年２月１３日告示、２月２０日投開票日の日野市議会

議員選挙が執行され、日野市議会の新体制が決まりました。

島谷ひろのりは得票数２０３８票第１５位（定数２４名）で、２期

目の議員活動をスタートしましたことをご報告させていただ

きます。 

■日野市議会議員選挙結果（令和４年２月２０日執行）についての詳細は日野市ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shisei/senkyo/kekka/1019149.html ⽇野市HP ページID 1019149 

会派『チームみらい』を３名で結成し、島谷ひろのりが会派代表を務めます。これからも市民お一人お一人

の生活状況、ご意見、そして地域の課題と実直に向き合い、市民の声をまちづくりに反映してまいります。

引き続き、島谷ひろのりに対し、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。また、常任委員会で

は、子育て・福祉・教育に関わる議案を審議する民生文教委員会に所属し、副委員長の任を拝命いたしまし

たので、ご報告させていただきます。 

 ■日野市議会議員名簿、会派構成、常任委員会などの詳細は日野市議会ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shigikai/meibo/index.html ⽇野市HP ページID 1000887 

■日野市特別会計予算 単位︓百万円

内、一般会計
からの繰⼊⾦

16,705 2,210
(6.0) (4.8)

2,203 1,300
(▲3.9) (0.0)
15,632 2,411

(1.4) (▲0.7)
4,838 2,184

(6.0) (9.0)
10,223 950

(1.0) (▲5.0)
6,046 1,246
(▲9.8) (▲10.9)

注　（　　　）内前年度増減率

決算額
(歳出)

土地区画
整理事業

下水道事業

後期⾼齢者医療

市⽴病院事業

介護保険

事　業　名

国⺠健康保険



   
 

 
このコロナ禍の２年間を一緒に乗り越えよう！と、歩みを共にしてきた中には、当然「子ども達」もいる。

子ども達の学びの場の中でも、学業以外の視点、「出会い」や「体験」、一緒に何かを成し遂げることで、得

られる大事な思い出や社会性という部分に焦点をあて、市の考えを質しました。(以下は要点のみ抜粋) 

●島谷ひろのり議員⇒ 「中学校３年生の修学旅行」について、このコロナ２年間の課題整理も含め、今

後はどのような検討を進めていくのか？ 

◆⽇野市 今後について教育委員会では、令和 4 年度以降も教育活動が新型コロナウイ
ルスの影響を受けることを予想し、特に宿泊⾏事については、令和 4 年度に学校関係者から
なる宿泊⾏事検討委員会を⽴ち上げ、宿泊⾏事の目的や意義、宿泊地や実施の時期に
ついても改めて⾒直しを⾏っていく。 
●島谷ひろのり議員⇒地域力を活かした、子ども達への体験機会を増やす取り

組み、イベントに補助金を支出するなど、日野市としてコロナ禍の子ども達と向

き合う、今後の姿勢について見解を伺う。 

◆⽇野市 新型コロナウイルス感染症が拡⼤を始めた当初はイベントの中⽌が続いていたが、現在はイベントを計画する
段階から新型コロナウイルス感染症の拡⼤状況に柔軟に対応できる準備をした上で、イベントを実施する団体が増えてい
る。⼦ども達の貴重な体験の場が失われないよう、地域から相談に対し、参考事例を紹介や市内の状況を情報提供す
るなど、出来る限りの⽀援を⾏っていく。 

 
 
 

令和４年度中の『財政再建計画』の策定に向け、改めて動き始める年度とな

るが、「最小のコストで、最大のパフォーマンス」を発揮することは、財政再建計

画の有無に関わらずとも、常に意識しなければならないミッションである。との

考えのもと、日野市の「本気度」を、問いました。 
●島谷ひろのり議員⇒ 「ボトムアップ体質への組織変化」の指標として、令

和４年度予算項目に若手職員含めた「庁内アイディア、改善提案」がどれぐ

らい盛り込まれたか？ 
◆⽇野市 令和 3 年 1 ⽉から 2 ⽉にかけて、職員の意識調査及び働き⽅改⾰に資するアイデアの収集を目的
に⼀部医療職等を除く正規職員に対し、アンケートを実施し、結果 117 名の職員から 631 項目の意⾒を得た。
コミュニケーションの質と量の向上を図るツールであるビジネスチャットツールの導⼊やフリーアドレスの導⼊に関連した
経費等、約 30 事業の提案があり、複数事業で予算化した。 
●島谷ひろのり議員⇒ 提案した職員含め、組織全体の「働きがい、やりがい」につなげ、良質な市民生

活へと効果に還元されていくことに期待したい。ミドル層が、組織の中で力を発揮できていることを実

感できる組織体制こそ、持続可能な組織であり、風通しの良い職場風土としての指標の一つ。外部コン

サル導入含め、組織の人材育成にも投資することも含め、進めていただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔１〕 「教育」は学業だけではない。体験機会や子ども達の頑張りに、⽇野市としてもっと向き合おう！ 

Ⅲ．島 ⾕ ひろのり⼀ 般 質 問 （概 要 ） 

〔２〕 風通しの良い組織への変革について、⽇野市の本気度を問う 
ミドル・アップダウン・マネジメントで中間層の意識改革を！！ 


